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　’§1．　は：しがき

　一電力需給調整上要求される降水量の長期予報につい

て，これまで筆者がしばしば東京電力などに対して行っ

た調査結果を→括して報告したい．

　最も要望されるのは春秋の豊水期よりも，夏冬の渇水

期，特に需要の最も多い冬に対して降水量（できれば電

源地幣近傍）の予報であることはい5までもない．

　，ここにはしたがって多少断片的になるが，夏冬特に冬

に重点をおいて予報に役立つ経験則や統計的関係を筆者

だけの見方で一応まとめた．

　勿論，綜合報告でないから洩れているのもかなりある

と、思われる．u）

　§2．週期性に関するもの

（1）関東北部（宇都宮，前橋，熊谷の3地点干均，以

　下同檬）6月降水量には6年，10年の週期がある．（コ

　レログラム）

（2）　関東北部（地点同じ）の7月降水量には予報研究

　室戸松喜一氏によれば7年の週期がある．なお7年週

　期は各地の降水量のみならず，気温にもあることは高

　橋浩一郎氏，小沢正氏，藤田敏夫氏などが研究された．

（3）東北，可瞳の積雪量に9年週期があることが土佐

　林氏などにより調べられた．

（4）東京8月降水量に7年，11年の週期がある．（東京

　電力の鬼木氏も猪苗代に同じよ5な週期をだされた）

（5）層その他錯，3垂，6，10年①といった短いもの，

　30年乃至35年位のもの一（Br廿ckner　i週期）もあるとい

　われている．筆者のこれまでしらべた限られた場所に

　はあまり顕著になっていない．

　§5．相関性に関するもの①

’（1）那覇，宮古の6月気圧傾度と熊谷8月降水量の間

　に■＝・0．89（工897～1924）なる相関がある．

（2）境2月気圧と四国地方6月降水量の間には種々の

　よい相関が李野烈介氏により得られている．　（関東地

　’方北部6月降水量とは相関が少い）

（3）那覇，宮古6月気圧傾度と同年6月関東北部の降

（1）予報則（経ケン則）は奥田穰氏によη纒められ発

　　表されることになつている．

（2）・高橋浩一郎：季節予想の研究：．第2報，57頁

（3）長谷川マサ子氏の計算された重相関々係は省略．

　水量とはプ・＝0．23（％＝55）なる関係あり，翌年6月

　関東地方北部の降水量とは7＝0．26（n＝・54）なる関係

　を示している．（いずれも信頼度90％で有意）

（4）境2月気圧と関東北部6月降水量の間に一〇・23（π

　＝55）なる関係あり．

（5）奉天2月気圧と函館6月李均降水量の間に■＝

0．61（1913～1932）なる関係があるが最近の資料を加

　えると少くなる．■＝0．231（1913《495Q）．

（6）奉天2月気圧と関東北部6月降水量の間年7＝

一〇．194（π＝33（（1938年をのぞく）があり90％で有、

意であるが，1938年を入れると7＝［0．091となる・

（7）関東北部工月降水量と6月降水量の聞に■＝0．648

　（1897～1950）があり，2月降水量と6月降水量の間

　に7＝0．783（1897～1950）カ：ある．

　　なおこれは国井寺次氏の研究に示唆を得て計算し

　た．

（8）従来指摘されてきた次のごとき外地と関東北部6

　月降水量の相関はいずれも小さい．

　（a）Barrow－Dutchharbour1月　△Pとは7＝一〇．09

　　（1921～40，1950～1952）　　　（b）Dutchharbour－

　　Honolulu1月△P（c）Barrow－Dic≧son　1月△P

　　（d）（500N，170。E）一lrkutsk1月△P

（9）

（10）

（11）

（12）

（13）

根室9月気圧低いと新潟1月降水量は少い．

宮古6月気圧高いと新潟1月降水量多い．

宮古6月気圧低いと新潟2月降水量少い．

那覇10月気圧高いと　〃　　　〃

根室9月気圧高いと福島2月降水量少い．

　（9）～（13）の関係は信頼度90％でいずれも有意であ

　る．

（14）秋の上暦風（館野5km，3kmの風）と裏日本

　（新潟）の冬季降水量には次の図のごとき関係があり，

　叉根室9月気圧との関係も次の図のごとくである．

　これより，新潟1月降水量と顕著な関係のあるのは

　5kmの10’》11月風速差，9月3km風速，で新潟2

　月降水量に対しては9月5km風速，11月5km風速，

　10～11月5km風速傾度，9～11月5km風速傾度，

　9月3km風速である．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ相関によるものは，すべて相関図で示せばよヤ・のである

が，ここには煩雑楚大になるので（14）だけを代表的1
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第1図　気圧と降フk量の関係

部覇10Pと新潟1R（18％｝1950』禰）
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租～覇10Pと新潟2R（189か》1950那覇）

2£

●　　●

．　●”

●　●
●　　　　　‘”

　■●
●　●　　●　　　　　● ●　　■

　命　●　　’
　●　　　●　　．

　　●　　　1．．・ザ∴璽

‘4
“
’oP

● ．　●

‘●　●　＄’
●●　．　　　　　　●

　　●　　轟・　　　　●．　7

げ　　　　　‘

　　　鈎
宮古6Pと新潟2R（1884～1950宮古）

2翻 2£

●

■

伽
■
●
　
、

●　　　●

’4 “ 　　■
　●
　　　●・7t．ド

●　　　‘■

　　●

　●

　　‘2

‘P

● ●

●

　　■　　　●　●：∂”● 　　　　■

●

．・．f’
　　　碑●
　　｝● ●　●

■　　●●

．！　●
■ ●

●●

　　8■

　ま　　とサヨる　エミぐ　り　やヒリみレぽまラ

．㍗
●　⑳■

■

．　　　　　　　●

●

●

●　●
■　　　　　　　　　　伽

ぷ‘ ”　　　●、・●
　　　　●　● ■

■‘軍●

　o

◎争

　　9P
●　■ ■

●●．：●●：8
●　　　●r
●　　　　　． ●

　　　　●’go●　　　． ■
● ●

一　．

　　●●●

●　　● ●

●

銅

’‘ゆ

尋
　
　
　
　
■

●
　
　
●
　
　
●

●
　
　
●
●
　
・

ノ●● 噸

●　　●

”　　　．
　　　■　　●

　　、．凋
●　　●　●　　　　　●

●●・　　‘轟　　　　　齢
　●　、　．，7ぜ鴨
　　　　●　■・　●　　・

％● ■●　　．　　　　　　　・
●　　　●　■

●　●●．

　　◎

●　　　　　　　■
．，

　　　　■

根室9Pξ醜2R（1889－1952懸）
毎　　　　　　　　　　　　　　・

　　££

根室9Pと輻島2R（勝翫1ヤ1甑、o根室）

’‘o

幽

一暢
　’£

’幽

22

’ユoo

ω●

象

’紗

’●●

ρ
●
●
●

■

舘　　　　命● ・．‘鳥 ．　“　　　　56 ”
’
ω ・～ ‘亀 “

　　　●　　　　　　　■
’“

　　　　●し．
　　●　‘　　　●　　●

　　’　7・編
　　　　　●

・　　●

・　　●

●　　・

　9P
7φ●，㌔

　　・　　　●

　　　‘
　　・．．5
●
　
　
　 ・　　●

・‘尭

．噸

・　　●

？ア

　●●　　　　　　　　　　■
・　　．一．
　　　．・2，

・　艶
。　・．3

　●●　　　●
o●

2
■

■
●

● 3
o●

4
　
　
　
　
0

●
■

根室9Pと前橋1R（189iヤ1g謝）

物
‘◎ ●

’£
●

●
　
．
ρ
●
●
■
　
●

●

翻　　　　　60

　　　●●　　　●●・　ρ．

　　　ハ ■

砿 臼
9
？

●　　　　　　　　　　●

　　　■　　　■　●　　’

　尋　　■　　　‘●　　‘　●
　　■　　　o●
　 り　　●・●　o

●
　
●
　
●
●
　
●
’
　
●
　
●

根室9Pと前橋2R（1896～1g測）

，

　’勿
●
　
‘ ”

●2代

　　●

，

●　　　　’

　　⑦
●● ’ハ

”
　
絶’『　　　■

’‘o

　　■　●　．
　，一
■
一
●
o

9‘二

↑
●

“
”

　　●●
●
　
・
．
　
●

　●・一●’
■■●　　　　■

■・●

ρ●
o　　■　　・

・　　　● 一

例としてあげておく．

　§4．気圧偏差，patternによるもの．

　奥田氏u）がまとめられた結果があるが・それをすべて

（1）奥田穣：季節予想の研究．第3、報，57頁（1952）

（2）’編田喜代志：研究速報．第‡7号．

（3）小河原，他協力者．気象集誌．昭和99年9月・

（4）鈴木栄一，戸松喜一．降フk量に関する統計的研

　　究．日本気象学会（昭和29年5月）

1954　年　11　月，

沸20τ

紹介することは紙面が許さないのでできな▽が，その中

に「前橋では1月日本海付近気圧偏差が負のとき6月降・、

水量少い」とい5のがある・これを関東北部6月降水章 ．』，

にす為とζの関係は有意でなくなる・　　．　　　　　1’霞i

（a）福田喜代志氏の騰法（2）（気圧偏差型中心位置』毫

に着眼）では　　　　　　　　ー▽ll
　1月△PがN型，2月△PがW型のとき関東北部6、、紫1

　月降水量は少い・　　　　　　　　一　　　　　　　　一蕩

　1月△PがW型・3月　　　・〃　　　　”　　　．黛

　1月△PがN型，3月△PがS型のとき多い・　　　蕪曇

　1月△PがN型，2月△PがM型のとき多い・一　 玉

となる．他の型は資料少く不明である・但しw型は大．、ダ

陸方面（華北1満洲），N型はオホーツク・海方面・（オホ☆

一ツ臨樺太）・S型は熟筋面（2圃以南）・日M醗罷
中緯莇面（250～4・ON）がそれぞれ正偏差卿心域で・』羊1

あることを示す・　　　　　　　　　　　・　　　　，．・、’ll

（b）寺騰士の方法（・）（森田稔氏の気団分類）△1：111

　　　140・E　　　　　　　左のごとき分類によると，一『。i講

」Pσ

処

P惚

丁伽

350ノ〉

2月全域正偏葦のとき関東北－淺

部の5月降水量は少い・　（揖』寵

し1954年はこれで予報失敗〉、1、1

（c）相樂氏の気温，降水量＾，

　偏差分類比較では同時的に』．｝

　はよい関係があるが，予報的には1つもよい関係（信’、、盟

　頼度90％で有意なもの）はなかった・（関東北部6月、

　降水量．と気温偏差量の関係も同様である）

（d）煙無・・月気圧偏差負のとき・輔・月鰍▽

　量少い．逆に新潟2月降水量少くとも大陸10・ユ1月気1』

　圧偏差は必ずしも負にならない・

（e）大陸12月気圧偏差正のとき3月の新潟降水量ぱ1．』

　少い．　（信頼度60％）

　§5．降水日藪について

　月降水量が予報されてもその内容が分らないと・実際・

の利用価値は’少くなる．月内降水日数と月降水量が分る

と月内最大日量降水量がかなりのよい精度で推定され1三

る．④降水日数の量別頻度分布，日数（量別）の経年変一

化をしらべると，大体経年変化の幅はかなり小さく，

大体亭均降水日数も同一の場所についてはかなり信頼で二

　　　　　　第1表　6月李均降永目数

試
≦0．1伽伽

≦1．0肌伽

　差

・前　橋

i6．8

13．1

3．7

熊　谷

16．4

11．8

4．6

字都宮

工7．2

13．0

4．2

準　均

（備考） 前橋，熊谷は189㍗）1950年（54）

宇都宮は　　1891～1950年（60）

16．8

12．7－

4．1．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吊『慌

きる値とみなせるので，左表に関東北部6月降水量につ騒
　　　　　　　　　　、、，　　21，こ，『1
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　　　　　　第2図　上居風と降水量との関係
9月5kmV帆V．と新潟1R　　o9月5kmV硫V．と新潟2R　10月5㎞IV眺V，と新潟1R
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いて統計し・た結果を示す．すなわち，月降水量が分れば

その月の中でめ日量最大値が推定される．たとえば，戸

松喜一氏によると茨城県の神峯山観測所では，月降水量

夕と，降水日数（0，1mm以上）κ2が分ると，日最大降

ご水量筋は

　　　01＝46．3十〇．264（ごソー」148．0）一1．427（二じ2－17．1）

　　（R¢1多2＝0．66π＝13．砺＝3．3）

なる一亥式で推定される．これらの詳細は別に発表され

る．ここには一例だけをあげた．山岳の如き日降水量の

変動のはげしいところ（S¢1，S¢2が大きい）でもこのく

らいのよい関係である．他の地点もこれと同檬であろ弓

と考えられる．

　§6、　あとがき

　以上電力に必要と思われる降水量の長期予報の参考資
、舳一一ゾいのん》）・。（オ・∫、ハヘ！・．（一へ・ヘヘ（／・（・ハヘヘ／・ハヘヘペヘ／・ヘー

　とは偶然ではない．恐らくは，これが本書構成の基本図
形であろろと思われる．
　　このよろな体系化への綿密な配慮にも拘らず，本書は
些かも形式的な，スタチックな印象を与えない．これは
著者の雄大な野心的構想によるものででもあろうか．
　本書はむしろ，極めて誘惑的な，奇妙に読者をexcite
する，手取り早く云えば，読んで面白い学術書の一つで
ある．いわば，至る所が不等号のように開かれていると
云っていい本書は，200に近い附表と，彩しい引用文献
と　人名，事項索引とによって，その方面の使途にも充
分に耐えるであろう．著者の文章については，既に定評
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母豊W．Vの差

料を2，3あげた．勿論完全なものでないが，冬の降水

量予報が経験則も皆無で特にむずかしい．本台予報課で

も遍期分析（実は量別日数や降水量の遷移確率を求めて

いる）とか移動李均，多元傾向，間接予報推定と種々試

みているが，中々むずかしいようである．

　最近小沢正氏は輻島冬期降水量を予報するため，㌦

Malye　Karmakouly10月，11月気温と太陽黒点の組合

せによるBaurの方式を検討され，興昧ある結果を得

られ牟が，これは後日発表されるであろう。降水量（夏

冬特に冬）の長期予報には今後，牛球的規模での偏差図

や上暦資料がとくに必要になるのではなかろうか．

　この拙文に対し，色々と有釜な示唆を与えられた予報

研究室竹李町分室奥田穰氏に感謝の意を表する．

　　　　　　　　　　　（気象研究所予報研究室）
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がある．一つ困ったことは，価格は少しも高くほない
が，必ずしもそれがひろくわれわれ一般読者の牧入とバ
ラソスしないかも知れないことで，これは書評ではな
く，学術出版の間題である．このことによっても，所詮
本書は，著者の期待には叛くものの，そ5簡単に「紙屑
籠にほ5り込む」訳にはゆかないと思われる．装頑は簡、
素でしっくりと落つき，カバー・箱とも純白地に書名を
青く出して，仲々に品がある．察するところ，棚ざらし
・にはならないといろことでもあろろか．版元は朝倉書
店．以て秋の夜の机辺を飾る、にふさわしい好著である．
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